

















































































































　深度 24mから 20mにかけては，礫が多く混じる粘土からなり，粒径が 5cmを超える
大型の礫の混入が見られる。深度 21mから 20mにかけては礫が特に多い。深度 20mか
ら 19mにかけては，粘土層であり，19mから 17mでは礫層となる。最下部の深度 24m
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14mから 13mにかけては礫層が見られ，13mから 12mかけて粘土層，12mから 11mで
再び礫層へと変化している。深度 11mから 8mにかけては，厚い粘土層であり，11m付




　年代測定結果を表 1に示す。深度 2390cmで 36385±115yrBP，1484cmで 6965±35
yrBP，1078cmで 4610±40yrBP，742cmで 2910±40yrBP の年代が得られた。
　色分析およびCNS分析の結果を図 4に示す。
　色分析では，大きな変化は L＊値に見られる。最下部から 19mの礫層と 17m以浅の粘
土層との間で a＊および b＊には大きな違いが見られないのに対し，L＊は 50 付近から 30 付
近へと減少している。また，L＊は 7mから上部にかけて漸減傾向を示している。7mから
上部にかけては a＊，b＊も微増している。深度 4m付近では，L＊，a＊，b＊それぞれが大き


















は，最下部でから深度 19m付近にかけては 0に近いが，深度 17mから 5mにかけて 0.5
から 2.0 へと増加傾向を示す。深度 5mから 3mにかけては急減し，最上部では再び 0付
近となる。TN濃度は，最下部から深度 19mにかけては 0.06 前後であるが，深度 17mか
ら 5mにかけて 0.08 から 0.11 前後へと増加傾向である。深度 5mからは急減し最上部で
は再び 0.06 前後となる。TS濃度は，最下部では 1.0 であるが深度 19mにかけて 0前後ま

























千葉商大紀要　第 57 巻　第 3号（2020 年 3 月）
　年代測定結果を図 5に示す。最下部から深度 1160cmで 7510±25yrBP，深度 1027cm
で 7464 ± 24yrBP，深度 654cmで 7055±23yrBP，364cmで 6626±27yrBP である。
　色分析とCNS元素分析の結果を図 6に示す。
　最上部付近にて L＊，a＊，b＊それぞれ大きく変化している。特に b＊は，深度 2mの 3か
ら深度 1.5mの 6へと上昇し，その丈夫では大きく変動している。深度 1mから最上部へ
向かって 2から 8へと急上昇している。同様に，L＊も深度 2mから低下傾向を示し，深





化物密集層で最大値の 3.2 を示している。TN濃度も深度 11mで最大値を示している。












　羽地内海コアでは，最下部の 2390cmで 36385±115yrBP と最終氷期の年代であるの
に対し，深度 1484cmで 6965±35yrBP と大きく変化している。また，層相も最下部で
は礫が厚く，深度 17m以浅では粘土層が安定して見られることから，最下部付近の礫層
と深度 17m以浅の粘土層との間には堆積の中断があったと考えられる。よって，最下部
の礫層は約 30000 年前の最終氷期の堆積であり，長い堆積の中断後，約 7000 年前の完新
世中期から粘土層が堆積したものと考えられる。深度 17m以浅では，得られた年代値には，
おおむね層序的にも問題ないと判断した。
　漫湖コアでは，深度 364cmで 6626±27yrBP であり，堆積速度に大きな違いが認めら
図 6　漫湖コアの色分析，CNS 元素分析の結果
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コアとも，約 8000 年前から堆積物が連続して堆積していると考えられる。約 8000 年前に
は，OM12-2 の CNS 元素分析の結果に大きな変化が見られる。TOC，TN濃度が大きく
変化しており，漫湖では堆積環境が不安定であったことが推測される。TS濃度がOH12-
2，OM12-2 ともに高いことから，羽地内海，漫湖ともに海水の影響が強くなったと考え








　約 1000 年前に色分析，CNS元素分析に大きな変化が見られる。OH12-2 では，色分析





















グスク時代であるとされ 8世紀から 10 世紀であることから（高宮 2002），OH12-2，


















































UjiieY.,UjiieH.,TairaA.,NakamuraT.,OguriK.（2003）, Spatial and temporal
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〔抄　録〕
　沖縄島における完新世の陸域の堆積物を用いた古環境変遷は，島嶼であるため大きな堆
積盆がないために十分に明らかになっていない。本研究では，沖縄島の北部と南部の内湾
性堆積物を用いて色分析，CNS元素分析から最終氷期および完新世の古環境の変遷を明
らかにした。最終氷期の 1万 2千年前には，寒冷な気候を反映した海水準の低下により，
北部の羽地内海は陸化していた。完新世の 8千年前には，海水準が上昇したことが羽地内
海，漫湖から確認できる。1000 年前ごろからの堆積環境の悪化は，沖縄島での農耕の開
始によるものと考えられる。
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